
１１
月
１１
日
（
土
）・
１２
日
（
日
）
両
日
に
わ
た
り
、
瑞
穂
ビ
ュ
ー
パ
ー
ク
・

ス
カ
イ
ホ
ー
ル
に
て
瑞
穂
町
産
業
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
１１
日
は
第
５

分
団
、
１２
日
は
第
４
分
団
が
消
防
ポ
ン
プ
車
両
の
展
示
を
実
施
し
ま
し
た
。 

気
温
が
と
て
も
低
く
、
風
も
強
か
っ
た
た
め
、
来
場
者
数
が
心
配
さ
れ
ま
し

た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
久
し
ぶ
り
の
開
催
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
か
、
非
常

に
た
く
さ
ん
の
人
が
会
場
に
訪
れ
ま
し
た
。 

消
防
ポ
ン
プ
車
に
一
般
の
方
が
乗
車
す
る
機
会
も
な
い
た
め
、
家
族
連
れ
に

は
非
常
に
人
気
で
し
た
。
子
供
用
の
防
火
服
を
着
用
し
、
消
防
ポ
ン
プ
車
に
乗

っ
て
記
念
撮
影
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
消
防
ポ
ン
プ
車
の
後
ろ
で
は
、
輪
投
げ

を
実
施
し
、
参
加
し
て
く
れ
た
子
供
達
に
は
、
参
加
賞
を
配
布
し
ま
し
た
。
ま

た
、
消
防
団
員
募
集
の
チ
ラ
シ
等
を
設
置
し
、
広
報
活
動
も
行
い
ま
し
た
。
中

に
は
、
消
防
ポ
ン
プ
車
の
活
用
方
法
に
つ
い
て
熱
心
に
質
問
し
て
く
る
方
も
い

ま
し
た
。 

こ
れ
か
ら
も
消
防
団
活
動
の
周
知
、
ま
た
、
理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
広
報

活
動
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

（
担
当 

４
分
団
） 
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春の火災予防運動
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産
業
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つ
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例
年
、
空
気
が
乾
燥
し
、
火
災
が
多
く 

な
る
こ
の
時
期
に
、
町
内
に
お
け
る
防
火 

意
識
の
向
上
を
目
的
と
し
て
１２
月
２６
日 

（
火
）
か
ら
３０
日
（
土
）
の
一
週
間
、 

消
防
団
に
よ
る
歳
末
特
別
警
戒
を
実
施
し 

て
い
ま
す
。 

１２
月
２８
日
（
木
）
に
は
、
田
村
都
議
、 

清
水
都
議
、
水
越
福
生
消
防
署
長
、
栗
原 

副
町
長
、
髙
橋
団
長
よ
り
、
第
３
分
団 

詰
所
に
て
激
励
を
受
け
ま
し
た
。 

期
間
中
の
夜
間
、
町
内
各
地
域
の
消
防 

団
員
が
消
防
車
両
に
て
町
内
全
域
の
警
戒 

 

と
、
音
声
ア
ナ
ウ
ン
ス
に
よ
る
火
災
予
防 

の
広
報
活
動
を
行
い
ま
し
た
。 

一
見
、
地
味
と
も
思
え
る
こ
の
活
動
で 

す
が
、
地
域
を
守
る
身
近
な
存
在
で
あ
る 

消
防
団
員
の
取
り
組
み
に
、
今
後
も
さ
ら 

な
る
ご
理
解
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願 

い
し
ま
す
。 

 
 
  

 
 
(

担
当 

５
分
団) 

 

                             

                             

歳
末
特
別
警
戒 

 
11
月
25
日
（
土
）
福
生
か
に
坂
公
園
及
び
多
摩
川
河
川
敷
に
て
、
東
京
消
防
庁

の
震
災
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
訓
練
は
福
生
消
防
署
を
は
じ
め
、
福
生
消
防

署
管
内
で
あ
る
福
生
市
・
羽
村
市
・
瑞
穂
町
の
合
同
で
行
い
、
瑞
穂
町
か
ら
は
第
３

分
団
が
代
表
で
参
加
し
ま
し
た
。
訓
練
内
容
は
、
河
川
か
ら
の
吸
水
要
領
や
可
搬
ポ

ン
プ
に
よ
る
遠
距
離
送
水
要
領
の
確
認
が
目
的
で
し
た
。 

こ
の
訓
練
で
は
、
通
常
の
消
火
活
動
の
よ
う
に
消
火
栓
や
防
火
水
槽
か
ら
吸
水
す

る
の
で
は
な
く
、
可
搬
ポ
ン
プ
を
使
用
し
て
河
川
か
ら
吸
水
し
、
各
団
そ
れ
ぞ
れ
の

水
槽
を
中
継
し
て
河
川
へ
放
水
す
る
と
い
う
内
容
で
し
た
。
各
団
は
、
水
槽
の
水
位

に
注
意
し
な
が
ら
、
無
線
を
駆
使
し
て
送
水
を
行
い
ま
し
た
。
大
規
模
な
地
震
災
害

で
は
、
消
火
栓
や
防
火
水
槽
が
使
用
で
き
な
い
こ
と
も
十
分
に
あ
り
得
る
た
め
、
学

校
の
プ
ー
ル
や
自
然
水
利
の
吸
水
が
必
要
不
可
欠
に
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
今
回

の
訓
練
は
貴
重
な
経
験
と
な
り
、
消
防
技
術
の
向
上
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。 

ま
た
、
福
生
消
防
署
管
内
で
の
合
同
訓
練
を
行
っ
た
こ
と
で
、
署
隊
や
他
市
の
分

団
と
連
携
す
る
こ
と
が
で
き
、
非
常
に
有
意
義
な
訓
練
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
経
験

を
活
か
し
、
今
後
と
も
地
域
住
民
の
方
々
の
安
全
・
安
心
を
守
る
た
め
、
日
々
精
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

（
担
当 
３
分
団
） 

東
京
消
防
庁
震
災
訓
練 



１
月
７
日
（
日
）
町
営
第
２
グ
ラ
ン
ド
に
て
、
瑞
穂
町
消
防
団
出
初
式
を
開
催
し

ま
し
た
。 

消
防
団
出
初
式
は
、
年
頭
に
あ
た
り
消
防
団
員
が
一
堂
に
会
し
、
消
防
・
防
災
活

動
へ
の
決
意
を
新
た
に
し
、
地
域
住
民
に
防
火
・
防
災
意
識
を
高
め
て
も
ら
お
う
と

毎
年
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。 

今
年
は
、
１
月
１
日
に
発
生
し
た
能
登
半
島
地
震
で
犠
牲
と
な
ら
れ
た
多
く
の
方

へ
、
式
の
冒
頭
で
黙
と
う
が
さ
さ
げ
ら
れ
、
例
年
で
は
カ
ラ
ー
放
水
が
行
わ
れ
る
予

定
で
し
た
が
、
犠
牲
者
へ
の
追
悼
の
意
を
表
す
た
め
、
通
常
放
水
へ
と
変
更
に
な
り

ま
し
た
。 

当
日
は
風
も
強
く
寒
い
中
、
多
く
の
来
賓
の
方
々
、
見
に
来
て
く
だ
さ
っ
た
方
々

の
お
陰
で
、
盛
大
な
出
初
式
と
な
り
ま
し
た
。
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 

 

本
年
も
瑞
穂
町
消
防
団
一
丸
と
な
り
安
全
・
安
心
の
街
づ
く
り
に
貢
献
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
担
当 

２
分
団
） 

１
月
２８
日
（
日
）
愛
宕
神
社
に
お
い
て
文
化
財
防
火
デ
ー
に
伴
う
消
防
演
習
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。
福
生
消
防
署
、
第
１
分
団
、
第
３
分
団
、
神
社
関
係
者
及
び
地

域
住
民
の
皆
様
な
ど
、
様
々
な
機
関
が
演
習
に
参
加
し
ま
し
た
。 

 

落
ち
葉
焼
却
中
に
本
殿
に
飛
火
し
て
出
火
、
神
社
関
係
者
が
消
火
器
で
消
火
し
た

が
燃
え
広
が
っ
た
と
の
想
定
で
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
初
期
消
火
活
動
に
続
き
、

放
水
訓
練
が
行
わ
れ
、
大
隊
長
の
下
命
に
よ
り
一
斉
放
水
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

文
化
財
防
火
デ
ー
の
制
定
は
、
昭
和
２４
年
１
月
２６
日
に
、
現
存
す
る
世
界
最
古

の
木
造
建
造
物
で
あ
る
法
隆
寺
（
奈
良
県
斑
鳩
【
い
か
る
が
】
町
）
の
金
堂
が
炎
上

し
、
壁
画
が
焼
損
し
た
こ
と
に
基
づ
い
て
い
ま
す
。
災
害
か
ら
貴
重
な
文
化
財
を
守

る
た
め
に
昭
和
３０
年
１
月
２６
日
を
「
文
化
財
防
火
デ
ー
」
と
定
め
、
毎
年
全
国
各

地
で
文
化
財
の
消
防
訓
練
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

冬
の
時
期
は
空
気
が
乾
燥
し
、
火
災
が
多
く
発
生
す
る
時
期
で
す
。
文
化
財
の
多

く
は
木
や
紙
な
ど
の
燃
え
や
す
い
材
料
で
造
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
日
頃
か
ら
火

災
に
対
し
て
十
分
な
対
策
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
今
後
も
各
機
関
と
連
携
を
深
め
、

更
に
自
治
会
と
消
防
団
が
よ
り
一
層
協
力
し
合
い
な
が
ら
消
防
団
活
動
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 （

担
当 

１
分
団
） 

                             

                             

文
火
財
消
防
演
習 

令
和
６
年
消
防
団
出
初
式 



自分の町、大切な人を守るため、 

地域の防災の為に、 

あなたの「チカラ」が必要です！！ 

条 件 

・在住または在勤者 

・18 歳以上 

・健康な方 

 

 

 

                             

       

２
月
４
日(

日)

役
場
庁
舎
内
の
会
議
室
で
、
上
級
救
命
新
規
取
得
講
習
会
を
行
い

ま
し
た
。
瑞
穂
町
消
防
団
で
は
、
新
規
、
更
新
講
習
会
を
合
わ
せ
て
年
に
４
回
実
施

し
て
お
り
、
現
在
、
正
副
団
長
を
含
む
６
割
の
団
員
が
上
級
救
命
技
能
の
認
定
を
受

け
て
い
ま
す
。 

上
級
救
命
講
習
会
は
令
和
３
年
度
よ
り
実
施
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
受
講
し
て
き

た
普
通
救
命
講
習
会
の
内
容
に
加
え
、
小
児
・
乳
児
の
心
肺
蘇
生
法
、
外
傷
の
手
当

て
、
保
温
法
、
体
位
管
理
法
、
搬
送
法
な
ど
を
学
ぶ
と
と
も
に
、
要
救
助
者
に
見
立

て
た
人
形
に
人
工
呼
吸
、
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
実
施
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
用
し
て
実
際
に

起
き
た
場
合
を
想
定
し
た
一
連
の
流
れ
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。 

参
加
し
た
団
員
達
は
、
筆
記
試
験
に
も
合
格
し
、
講
習
会
受
講
後
、
消
防
総
監
名

の
上
級
救
命
技
能
認
定
証
が
交
付
さ
れ
、
心
肺
蘇
生
法
や
自
動
体
外
式
除
細
動
器
（
Ａ

Ｅ
Ｄ
）
を
使
用
し
た
技
能
習
得
者
と
し
て
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
認
定
証
の
有
効

期
限
は
３
年
間
で
、
３
年
後
は
更
新
の
講
習
を
受
講
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。 

今
回
習
得
し
た
知
識
や
技
術
を
も
と
に
、
消
防
団
活
動
や
日
常
生
活
で
も
傷
病
者

が
発
生
し
た
と
き
に
勇
気
を
も
っ
て
行
動
で
き
る
よ
う
意
識
を
高
め
て
い
き
ま
す
。 

(
担
当 

本
部) 

 

 

災
害
情
報
メ
ー
ル
配
信 

町
で
は
町
民
へ
災
害
や
火
災

が
発
生
し
た
時
に
メ
ー
ル
の 

配
信
を
行
っ
て
い
ま
す
。
左
の

Q

R

コ
ー
ド
を
読
み
取
る
か

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
で
ご
登
録
を

し
て
下
さ
い
。 

メールアドレス 

mizuho.saigai 

@mpme.jp 
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